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1 .はじめに
用行義塾についての今回の調査に関する筆者の問題意
識と目的、及び調査から得られた成果については、本誌本
巻に別に掲載する拙稿をご参照頂きたい。
用行義塾については『袋井市史 史料編四 近代現代』
(以下、『市史・史料編』と略す)の「第二部 教育編」
の官頭に次の 5つの史料が収録されている。
用行義塾教則ならびに規則(明治五年六月二五
日) (袋井東小学校所蔵〕
一 日誌並先生方御出席控(明治五年) (国立史料館
所蔵旧久津部村文書〕
・一 束惰教授料覚(明治五年八月) (国立史料館所蔵
旧久津部村文書〕
・四 出席教授優生姓名簿(明治五年七月) (国立史料
館所蔵旧久津部村文書〕
・五飯米覚張(明治五年八月) (国立史料館所蔵旧久
津部村文書〕
これらの史料を、本稿では矢印の右側のように略記する。
→ 史料「一J
→ 史料「二J
-ニ → 史料「三J
-四 → 史料「四J
-玉 → 史料「五」
現在の所、この5つが用行義塾を知り うる一次史料の全
てである。
上記の 5つの史料から、用行義塾関係者の動向を一日ご
との探ることができるので、そこから得られた個人別の情
報を、さらに一日単位でまとめる作業を行った。その作業
を通して得られたものが、今回掲載する「基礎的研究資料J
である。集計は、マイクロソフト社のエクセルを用いて行
ったが、これならすべての情報を大きな 1枚のシートの中
に収めることができる。しかし、膨大な大きさになるので、
本誌に掲載するにあたり、掲載可能な形に直す必要が生じ
た。また本誌の掲載には紙数の制限もある。
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そこで、性質ごとに幾つかの表に分割することにし、掲
載も「用行義塾の基礎的研究資料(その 1)Jから「同(そ
の 3)J までの 3つの稿に分けて発表することにした。そ
の一覧を下に示す。
「表1 用行義塾教員の出動状況及び日別情報の一覧」
-本稿(その 1)に収録
「表2 用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一覧
~特別の塾生・用務員j
「表3 用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一覧
~普通の塾生①J
・・以上(その 2) に収録。本誌
次巻に掲載予定。
「表4 用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一覧
~普通の塾生②」
「表5 用行義塾塾生の出席状況集計J
「表6 用行義塾塾生の時間別出席状況J
-以上(その 3) に収録。本誌
次巻に掲載予定。
2、掲載資料の解説と凡例
このうち、本稿で扱う「表 1Jについて、以下、解説を
記す。「表 1Jは、用行義塾の先生で、あったと思われる人
物について分かる限りの情報を、 1日単位でまとめたもの
である。先生については、史料「ー」以外の 4つの史料か
ら各種の情報を得ることができる。これらの史料には「先
生j と呼ばれていた人物が3人あった。岡田直、高因縁雲
(彰一郎、省一郎)、国府回、がそれである。
岡田については、例えば史料「四」の明治・5年 7月 27
日以下の箇所に「岡田先生Jの表記が幾つも散見される。
また史料「女」では 7月朔日の箇所に「掛)1岡田様」とあ
り、彼が掛川の人間であることが分かる。そのため史料
「女j の8月 27日他の箇所にある「掛川l先生」も岡田の
ことを指していると考えられる。9月 20日以降は掛)1か
ら国府回が先生として塾に来ているが、この日以降は、掛
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川先生という表記はどこにも出てこなくなる。従って、 9
月 20日以前に出てくる「掛川先生j はすべて岡田のこと
を指すと判断して良いと言える。また9月8日には「先生」
の文字だけがあるが、前日に「掛川|先生」があるので、こ
の「先生」も岡田であると判定した。
さらに、史料「四」の 7月朔日の箇所等に「岡田直」が
あり、 他に岡田姓の人物は史料には出てこないので、岡田
の名は 「直」であると判定できる。史料 r*J 9月 20日
の箇所に出て来る「直様」も岡田のことになる。
このようにして、岡田先生であると思われる記録をまと
めていくと、 「表 1Jに示したような資料が出来上がる。
高田については 『袋井市史 ・ 通史編~ (以下、 『市史』と
略す)にある「高田省一郎(または彰一郎、緑雲と号した
ようである)Jの記述を信用して、これに関係する名称、は
すべて高田のことであると考えて記録を蓄積した。しかし、
「高田様Jr緑雲先生Jr彰一郎先生」とし、う文字は史料に
残ってはいるが、なぜか「省一郎Jについては、敬称抜き
の記録しか見当たらない。この点がし、かにも不自然である
とし、う感覚が筆者にはある。もしかすると、「省一郎Jは
先生の高間とは別の塾生の可能性もゼロではなし、かもし ・
れないという疑いを払拭できないのである。そこで、今回
筆者が作成した「表 1Jでは、 「省一郎Jの記録しか確認
できない日については、注意が必要かもしれないという意
味で、「先生の存在」の欄に敢えて企の印を付しておいた。
国府回については、 9月 20日に初めて塾に来たことが
分かる。『市史』が言うように、高田先生が東京へ行った
後任として、掛川|から招かれたものと推断される。
ただ、国府固について不思議なことは、記録の中に彼の
子息のことが度々登場している点である。子息も塾に連れ
て来ているらしいのである。しかも、 10月朔日の史料「女」
の記録のように、子息だけが塾に来ていて、親である国府
回については何も言及がない、というケースがしばしばあ
る。この記録通りに解釈すると、国府田の子息は親とは別
に掛)11から来たり帰ったりを繰り返していることになる。
とても幼い童子とは思えない。仮に童子で、あったとしたら、
常に御付の者がし、て掛川との往復の世話を してもらって
いるとしか考えられない。1人でも十分に行動ができる年
齢に達していたとしたら、彼だけが塾に来たとしづ記録が
あっても不思議はない。しかし、幼児なのか、青年なのか、
現状ではまったく分からない。
そもそも何故、子息が用行義塾に来ていたのであろうか。
そうせざるをえない国府回の家庭の都合があったのか、そ
れとも単に子どもに小旅行気分を味あわせるための興味
本位のものであったのか、あるいは塾で学ばせるためであ
ったのであろうか。学ぶためであったならば、出席者名簿
の中に国府回の子息が登場してきてもよさそうである。国
府回の子息は史料では常に国府回先生の「御子息Jr御賢
息」のように敬称付きで記されているから、学ぶために来
ていたのなら、他の塾生の名が記されている出席者名簿の
所にそれらしき形で記されていてもよいはずである。しか
し、そのような記述は見当たらない。おそらく、塾生とし
て来ていたのではないのであろう。では、なぜ塾に来てい
たのであろう。
ところで、史料の中には「国府田若先生Jとし、う文字が、
11月 15日と 1月2日に 2回登場する。「若Jというのは、
国府田の子息のことを指しているのか、国府田自身の名を
指しているのか判断できないが、仮に子息、のことだとする
と「若先生Jであるから、子息も先生で、あったのかもしれ
ない。そうで、あったら童子という推測は消える。しかし仮
に「若Jが国府回自身の名を示すものであったとしたら、
子息が童子である可能性は棄てられない。もし国府回の子
息も先生で、あったと仮定したら、用行義塾の先生は3名で
はなくて4名ということになる。或いは「若先生」は、子
息に対する敬称に過ぎないとし、う解釈もあり得る。この辺
りの実態は皆目分からない。
なお 3名の先生に関して史料から判る時期は、明治 5
年 7月 1日から明治6年 1月2日までである。「表 1Jの
期間はこれを反映している。この整理によって判明した各
先生の出動状況は、「表 1Jの最下段に r*先生の存在Jと
してまとめ、との情報は参考のため、 「表2J以下の資料
にも転記した。以下、「表 1Jの読み方に関する凡例を示
した上で、資料そのものを掲出する。
[凡例 ]
・元の史料では日付の数字はすべて漢数字であるが、最上
段の日付欄はアラビア数字に直した。「晦日Jなどの表
記は史料 「四Jに拠った。なお旧暦は 1か月の日数が今
日の暦とは異なっているので注意のこと。日付は表に示
した通りで間違いない。但しグレゴリオ暦に直すと、 1
ヶ月強の違いが生じることも注意を要する。今回の日付
は、当時の旧暦のままの日付を用いている。
・「十一字j のように 「字Jとあるのは時刻を示し、今日
では「時Jであるが、ここでは「字jのままに表記した0
・「広」は、 「よ」と 「り」を合わせた略字だが、ここでは
「よりJに直した。
・女は史料 「二」、.は史料 「三」、Oは史料 「四J、・は
史料 「五j からの情報であることを示す。
-【 】は筆者による補足または注記であることを示す0
・口は判読できない文字を示す。史料に、元々そのような
記号で記載があり、そのまま転記した0
.空白部分は情報が何もないことを示す。
-最下段 r*先生の存在Jの欄は、先生が存在していたか
いなかを筆者が判定した結果である。確実に存在したと
確認できない場合はすべて rX Jを付したが、単に史料
がないだけで、不明の場合も含まれているので注意され
たい。また同欄に、「高田先生企」とあるのは、既述の
通り、 「省一郎」の文字しか確認できないことを示す。
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表 1 用行義塾教員の出勤状況及び目別情報の一覧
明治5年7月(旧暦)
朔日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
言試そき 脅休日
岡田直 0第六 0第六 0第十
字出席 字岡 弐字出
岡田 田直 席岡
直 田直
岡田 0第八
字岡
回
① 岡 岡田様 *四字 * *四字 脅出席 同同 出席 同同
先回 掛川岡 掛川岡
生 回様 回様
岡田先
生
掛川先
生
「先生」
直様
高田様 *八字 *六字
出席 出席
久樟ベ 久津ベ
高田様 高同様
言緑雲先生
回 省一郎 0第四 0省一
先生 字省 自日
一郎
彰一郎
彰郎
先生
コウ回先
生
国府回
府③ 国
先生
国府回
若先生
回 国府回
先生 先生の
親
御賢息
国府回子 先生御
子息
国府回
御子息
*先生 岡田先 岡田先 高田先 岡田先 岡田先 高田先 X 
の存在 生 生 生 生 生 生
8日 9日 10日 1 日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日
女休日 女休日 脅休日 女休日
0岡田 0第十 0第六 0第十 0第七
二字出 字出席 字出席 字出席
席 岡 岡田 岡田 岡田
回
女五字 女岡田 *六字
出席 様 出席
岡田様 岡田様
合八字 * 出席 同同様
久樟ベ
高田様
0第六 0第六 0第四
字出席 字出席 字出席
省一郎 省一郎 省一郎
岡田先 岡田先 × 高田先 両国先 X × × × 岡田先 × 高田先 岡田先 岡田先
生 生 生 生 生 生企 生 生
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8月(旧暦)
22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 晦日 朔日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日
主主そ空 0休業 .青天 -青天 -青天 -青天 -青天 -青天 -青天 -雨天 -雨天 0休日 -青天-青天 -雨天
岡田直
岡田
岡田様
① 岡 岡田先 0第同 0第I第 0岡田 0岡田 0問先 0岡田 0岡田
生 I同は不 は不明1 先生 先生 生 先生 先生
先生回 明 1岡 同先生
回先生
掛川先
生
「先生」 0先生
直様
高田様
緑雲先
② 高
生
省一郎 0第七 0第十
先生田
字出席 字出席
省一郎 省一郎
彰郎 0彰一
郎
彰一郎
先生
コウ回先
生
国府回
③ 府国
先生
国府因
若先生
国 国府回
先生 先生の
親
御賢息
国府回子 先生御
子息、
国府回
御子息
*先生 高田先 × × 高田先 X 岡田先 岡田先 高田先 岡田先 X X × X × X 岡田先 岡田先 岡田先 岡田先 × 岡田先
の存在 生企 生企 生 生 生 生 生 生 生 生 生
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9月 (旧暦)
13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 晦日 1日 2日 3日
員十ぞ -青天タ 0休日 0休日 0休日 0休 日 。ー十 or先生 *朔日雨ニロ 六日欠 なし」
岡田直
岡田 0岡田
岡田様 0第八
字出席
① 岡
岡田様
岡田先 O問先 0岡田 0問先 0岡田 0問先 0岡田
先生国
生 生 先生 生 先生 生 先生
掛川先 合掛川 脅掛川 *掛川
生 先生御 先生御 先生御
出 滞在 滞在晩
方御帰
「先生」
直様
高田様
緑雲先 *緑雲 *緑雲
生 先生 先生東
富 京へ御出校
先生回 省郎
彰一郎
彰郎 0彰 0彰
先生 郎先生 郎先生
コウ回先
生
国府回
③ 府国
先生
国府閏
若先生
回 国府回
先生 先生の
親
御賢息、
国府田子 先生御
子息
国府回
御子息
*先生 岡田先 X X × 岡田先 岡田先 岡田先 岡田先 × 高田先 岡田先 岡田先 高田先 × 岡問先 岡田先 岡田先 「先生 × 高問先 × 
の存在 生 生 生 生 生 生 生 生 生 生 生 生 [帰 なし」 生[東京
宅]
Iこの間、岡田は滞在か]
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4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日
¥種¥類:-..:備¥考¥ 0六日 0九日 0休日 0休憩 0休日
欠 欠 之事
岡田直
岡田
岡田様
岡田先
① 岡
生
掛川|先
'首不ぎhりa長快b降富E jz li 先，出t候掛生御川
先生回
生
延
「先生」 御*先逗留生
御晩帰*先方逗御生留
御肯先逗留生 ，晩t御此帰日
直様 *直様
去ル
高田様
緑雲先
富生
先生回
省一郎
彰一郎
彰一郎
先生
コウ回先
房コ先入事生来ウ珂御回生
③ 府国
国府回
先生
国府回
回 若先生
先生 国府田
先生の
親 御賢息
子 国府田
先生御
子息
国府田
御子息
*先生 × × × 岡田先 岡田先 岡田先 X X 岡田 岡田 岡田先 × × × ヲえ × 岡田先 × × X × 
の存在 生 生 生 [晩 生 [晩 生去る、国府間
帰宅] 帰宅] 先生
I岡田は体調不良も、この I岡田はこの問、滞在かl [この問、国府回が滞在の可能性もゼロではない1
問、滞在か]
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10月 (旧暦)
25日 26日 27日 28日 29日 朔日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 1 日 12日 13日 14日 15日 16日
なぞ 0廿六 0六日 0十一日欠 欠 日欠
岡田直
岡田
岡田様
① 岡田先
'字先入又h四生晩来+御方国一
* 九宇 *タより *岡田 女岡田
岡 生 岡田先 岡田先 先生御 先生御回 生御入 生御帰 入来 帰
先生 来
御帰り
掛川先
生
「先生」
直様
高田様
緑雲先
言生
回 省一郎
先生 彰一郎
彰一郎
先生
コウ回先
生
国府回 *国府 *国府 *国府 育園府 *国府 *国府
先生 回先生 回先生 回先生 回先生 問先生 問先生
御宅へ 夜御出 御宅へ 御宅へ 学校へ 御宅へ
御帰り 席 帰 御帰 夜八字 御帰、頃御入 夕方来
③ 府国 来 ノレ国府回
国 若先生
先生
国府回 *国府
先生の 回先生
親 御賢息
の御賢
息御入
子 来
国府回 育園府
先生御 回御子
子息 息御宅
へ戻
国府回
御子息
*先生 国府田 国府回 x . × × (国府 × × 国府関 × X 岡田先 × 岡田先 岡田先 国府回 × X 岡田先 岡田先 国府回
の存在 先生 先生 回先生 先生 生 生、国 生 【帰 先生 生 生、(国 先生
I帰宅1 I夜に 子宮、) [帰宅] 府回先 宅] I夜に 府回先 [夕方
来た1 生は帰 来た] 生子息) 再来]{ 宅
→ ←←← 【この間、国府回が滞在の可能性もゼロではなし、]→→→ I岡田はl泊か] [岡田は1泊かI
←Iこの問、国府回が滞在の可能性もゼロではない]→
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11月(旧暦)
17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 晦日 朔日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
おぞ O[この両日は「当番Jとだけあり、名は空白I
岡田直
岡田
岡田様
① 岡
岡田先田 生先
生 掛川先
生
「先生」
直様
高田様
緑雲先
2 生
先生回
省一郎
彰一郎
彰一郎
先生
コウ田先
生
国府困 *国府 育園府 *国府 *国府
先生 問先生 回先生 目先生 回先生
御宅へ 学校へ 御宅江 学校へ
府③ 国
御帰 御入来 御帰 御入来
国府閏
若先生
回 国府困
先生 先生の
親
御賢息
国府田
子 先生御
子息
国府因 *国府
御子息 回御子
息御宅
へ御帰
*先生 X X X 国府困 国府田 × × ヲく (国府 × × × × 国府困 国府回 × × × × X × 
の存在 先生 先生 回先生 先生 先生
[帰宅1 子息帰 I帰宅1
宅)
←Iこの間、国府回が滞在し ←Iこの問、国府回が滞在した可能性もゼロではない]→ ←【この問、国府田が滞在した可能性もゼロではなし、1
た可能性もゼロではなし、]→
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[注 明治5年 1月は29固まで、 12月は2日までで、ここまでが旧暦。現日(旧暦の 12月3日に相当)から新暦の明治6年 1月1日に移行した。l 明治 6年 1月
8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 I中略l 2日
おぞ 0十五日、十六 0廿ニ *袋井日欠 日欠 不残来
岡田直
岡田
岡田様
① 岡 岡田先 安岡田 安岡田 女岡田 安岡田 安岡田 女岡田
生 先生学 先生御 先生御 先生学 先生掛 先生御
回 校へ御 宅へ御 入来 校へ御 川江御 光来晩
先生 入来 帰 入来 出申候 方御帰
掛川先
生
「先生」
直様
両国様
緑雲先
② 高 生
先生回
省郎
彰郎
彰郎
先生
コウ回先
生
国府回 *国府 合国府 *国府 合国府 貴国府 貴国府
先生 問先生 回先生 回先生 回先生 目先生 匝間7回先生日中後 学校へ 朝掛川 掛川へ 学校へ 掛江御御宅へ 御入来 へ参り、 御出候 十一時 出候夕方学
府③ 国
御帰 校へ御 に御入
入来 来申候
国府回 *国府 *国府
回 若先生 回若先 回若先
先生 生学校 生凡ー
へ御入 日御宅
親 来 へ御帰
子 国府回
) 
先生の
御賢息、
国府回
先生御
子息
国府回
御子息
*先生 × 岡田先 岡田先 国府田 X 岡田先 × 国府回 国府回 × × × 国府回 X 国府回 岡田先 岡田先 × 国府回 岡田先
の存在 生、国 生 [帰 先生 生 「若」先 先生 先生 先生 生 生 I掛 先生 生、国府
府問先 宅I 生 [掛川 I掛川 )1へ] [掛川 回「若J
生 先生は一 日帰
宅
→ ←Iこの間も国府回が滞在していたとし ←[この間、国府回が滞在し ←Iこの問、国府回が滞在し
たら、 「若」先生は子息と言えるがーl→ た可能性もゼロではなし、]→ た可能性もゼロではなし、】→ 」一
以上
